５年 (ねん)保健 (ほけん)「１．心 (こころ)の発達 (はったつ)」
　　５年 (ねん)　　　　組 (くみ)　　　　名前 (なまえ)　　　　　　　　　　
～ここで学 (まな)ぶこと～
[bookmark: _GoBack]心 (こころ)は、どのように発達 (はったつ)するのでしょうか。


（１）今 (いま)の自分 (じぶん)の考 (かんが)えや行動 (こうどう)は、小 (ちい)さなころ（４～５才 (さい)）と比 (くら)べてどのように変化 (へんか)したのでしょうか。
	
	小 (ちい)さなころ（４～５才 (さい)）
	今 (いま)の自分 (じぶん)（５年生 (ねんせい)）

	・ほしいものが
あるとき
	
	

	・友達 (ともだち)と遊 (あそ)ぶとき
	
	

	・本 (ほん)を読 (よ)むとき
	
	


心 (こころ)の成 (な)り立 (た)ち

（２）これから心 (こころ)をよりよく発達 (はったつ)させるために、どんなことをしたいか書 (か)いてみましょう。
心 (こころ)の発達 (はったつ)と経験 (けいけん)
☆心 (こころ)は、感情 (かんじょう)、社会性 (しゃかいせい)、思考力 (しこうりょく)などのはたらきが関 (かか)わり合 (あ)って成 (な)り立 (た)っており、年齢 (ねんれい)とともに発達 (はったつ)します。
思考力（しこうりょく）く）
☆心 (こころ)は、多 (おお)くの人 (ひと)との関 (かか)わりや自然 (しぜん)とのふれ合 (あ)いなどの様々 (さまざま)な生活 (せいかつ)経験 (けいけん)や学習 (がくしゅう)を通 (とお)して発達 (はったつ)していきます。
社会的 (しゃかいてき)な活動 (かつどう)
人 (ひと)との関 (かか)わり
役 (やく)わりのある活動 (かつどう)
スポーツや遊 (あそ)び
学習 (がくしゅう)や読書 (どくしょ)
自然 (しぜん)や動物 (どうぶつ)とのふれ合 (あ)い
話 (はな)す、読 (よ)む、計算 (けいさん)する、書 (か)く、考 (かんが)える　など
喜 (よろこ)ぶ、悲 (かな)しむ、おこる、
楽 (たの)しむなど
助 (たす)け合 (あ)う、思 (おも)いやる、
きまりを守 (まも)る、役 (やく)わりを果 (は)たす　など
社会性（しゃかいせい）
感情（かんじょう）

